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	がんの地域連携パスの目的は、「がん診療の均てん化」といわれている。我々は今まで、院内パスや院内診療システムの構築に留まらず、脳卒中診療ネットワークの構築や地域連携パスの策定・運用によって「脳卒中診療の均てん化」を行ってきたと考えられる。



